
争

亡
な
り
、
轍
襟
丈
化
の
諸
叢
論
を
悉
～
、
結
合
ぜ
ん
ご
す
る
定
こ
ろ
に
此
時
代

丈
化
の
特
徴
を
見
、
第
ご
章
よ
り
第
四
章
に
亘
瞬
て
、
竪
堀
代
の
交
學
を
概
観

し
、
手
許
野
牛
攣
の
模
徽
、
古
典
研
究
が
行
は
ろ
・
ミ
共
に
、
亭
民
交
學
の
先

驕
ε
も
見
る
。
へ
、
き
山
車
若
舞
、
謡
曲
、
狂
訂
の
愚
生
及
獲
〃
運
を
記
・
し
、
第
五
章
「
諭
武

士
的
胤
想
」
に
於
て
、
義
経
及
曾
我
兄
弟
が
常
時
人
心
に
、
深
き
印
象
を
與
へ
、

誰
贈
爵
係
碧
し
く
軽
重
厄
ら
れ
て
武
士
巫
活
の
基
礎
を
形
成
し
、
萌
期
ざ
は

稽
々
色
調
を
異
に
し
架
り
し
も
「
因
襲
的
思
想
」
〔
第
六
章
）
の
勢
力
に
術
ほ
看

渦｝

ｷ
．
へ
か
ら
す
・
し
て
、
佛
敏
思
相
心
古
画
興
巻
味
は
俵
雷
撃
影
を
留
め
、
彼
肋
寺
武

士
が
、
側
人
の
實
刀
を
認
識
し
、
人
生
固
有
の
控
活
慾
が
猛
然
頭
角
を
鋭
し
「

榮
華
の
藷
求
」
（
第
七
章
）
は
こ
》
に
賎
國
時
代
を
嚢
窺
ぜ
り
ε
す
。
第
三
編

　
も
　
へ
　
や
　
も
　
お
　
み
　
ぶ

「
武
士
丈
學
の
後
期
」
に
明
癒
頃
よ
q
寛
永
頃
に
至
ろ
約
百
五
十
年
聞
卜
し
、

辱
第
一
〇
二
章
に
点
て
「
文
化
の
大
勢
」
を
論
じ
、
繊
國
年
代
の
劉
擦
史
国
書
徳
川

時
代
初
期
の
諸
要
素
の
結
合
芒
を
甥
比
・
し
、
丈
化
の
舞
嚢
は
民
嗣
に
移
り
、
更

に
地
方
に
普
及
・
し
、
山
院
及
硲
侶
は
吉
來
久
む
く
占
め
駆
り
し
丈
化
益
の
地

位
を
失
墜
ぜ
し
事
を
以
て
此
時
代
の
講
、
質
こ
す
。
第
三
・
四
の
旗
章
償
「
女
學

の
梅
槻
」
に
し
て
、
徳
川
時
代
初
期
に
於
け
る
丈
皐
の
無
癒
蓮
を
明
か
に
し
、

第
五
章
・
「
輔
武
士
の
思
想
」
に
於
て
は
所
　
謂
一
一
一
上
諭
武
十
…
の
信
念
を
蓮
べ
、
主
從
の

情
詣
…
を
細
腰
・
し
、
第
六
章
・
「
儒
…
敏
佛
敏
暁
騨
機
器
幕
督
敏
の
患
想
」
第
七
章
h
隠
遁

思
想
及
び
浮
世
主
義
」
に
鋳
て
は
、
彼
箏
武
士
中
に
、
こ
れ
等
の
思
想
の
存
在

を
指
摘
し
、
蕨
に
騒
遁
思
想
ご
浮
世
義
義
ご
が
、
明
日
の
命
さ
へ
知
ら
れ
め
武

第
二
巻
　
　
紹
　
介
　
　
圃

書

士
に
あ
り
て
、
一
致
黙
を
有
ず
ろ
事
に
論
及
し
て
、
筆
を
瞬
け
り
。
其
論
調
に

大
艘
に
於
て
薗
編
電
同
一
な
り
。
（
洛
陽
堂
…
獲
行
、
豊
沼
、
五
〇
）
〔
中
村
〕

　
　
　
　
　
ゼ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
　
　
　
齢
佛
教
之
美
術
及
歴
史
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
玄
妙
著

　
本
會
は
佛
敬
關
係
の
総
謙
彫
刻
等
に
就
て
の
歴
史
的
研
究
に
し
て
、
藩
者

が
＋
越
年
三
論
時
世
に
公
宇
し
れ
る
も
の
を
噛
め
て
編
次
阿
る
も
の
な
嚇
。

領
域
は
印
度
酉
域
、
支
那
製
本
等
に
現
存
の
古
美
術
品
を
佛
敏
経
興
の
方
颪

よ
り
考
謹
ぜ
ん
ぐ
」
し
、
見
れ
に
よ
り
て
圃
相
の
概
究
ミ
同
時
に
併
也
イ
、
佛
敏

々
學
の
藩
藩
獲
遙
を
も
窺
は
ん
芒
企
て
六
る
も
の
な
り
。
從
っ
て
本
書
伎
圖

像
の
説
明
に
簸
て
常
に
賢
慮
糠
を
経
論
に
探
り
、
大
面
を
博
捜
む
て
、
之
れ

に
よ
り
て
最
後
の
解
読
を
試
み
ん
ε
ぜ
る
が
の
主
眼
な
ろ
如
も
本
書
内
容

を
談
む
に
、
第
扁
編
「
樹
木
亡
龍
蛇
ミ
の
崇
拝
」
二
瀬
て
は
密
陀
伽
耶
．
プ
ハ

ル
フ
ー
ト
、
サ
ン
チ
馨
の
初
期
佛
漱
澱
物
に
就
て
研
究
し
、
共
等
古
講
圃
に

從
來
無
糖
得
業
佛
足
跡
禮
拝
ミ
ぜ
ら
れ
六
う
も
の
を
否
定
こ
て
フ
エ
ル
ガ
ソ

ソ
ン
氏
等
の
説
を
訂
さ
を
こ
、
叉
第
二
編
「
印
度
古
代
の
美
衛
ε
本
生
圃

轍
」
に
ば
諸
本
三
諦
の
信
仰
よ
り
、
本
生
圃
の
傳
播
等
を
も
論
ご
、
我
國
現
存

の
玉
轟
厨
子
の
構
…
雨
…
面
革
及
び
天
仁
國
曼
陀
羅
が
佛
本
生
課
の
一
を
表
U
也

る
も
の
な
り
ミ
捲
き
其
他
ア
ジ
ャ
ン
タ
窟
壁
蒲
の
本
生
圃
、
繁
那
羅
物
語
等

の
研
究
あ
り
。
第
三
編
「
佛
傳
騨
像
雑
託
」
ほ
罫
書
の
傳
記
圖
像
申
，
佛
の
崩

利
天
に
昇
る
説
話
、
降
魔
成
滋
強
等
の
研
究
を
載
ぜ
、
第
四
篇
は
「
健
脚
羅
、

及
び
西
城
の
美
衛
ミ
餌
壷
」
に
し
て
共
の
藝
術
の
起
原
澹
革
、
干
閾
及
び
猶
戴

第
二
號

一
玉
門
　
（
三
四
五
）



o
　
　
脳

第
ご
巻
　
　
紹
介
　
　
圃

書

の
古
丈
明
等
の
丈
あ
り
。
第
五
篇
に
に
「
支
那
及
朝
鮮
古
代
の
前
衛
ε
佛
配
し

謝
」
・
し
で
、
支
那
脂
玉
”
朝
、
一
読
麿
の
美
徳
仰
蒲
際
、
摩
巌
…
像
の
涯
旭
建
“
並
び
に
呉
越
一
土
峨
蚊

骸
造
金
砂
塔
の
考
羅
等
を
膨
め
．
第
六
篇
以
下
は
圭
こ
し
て
日
本
に
關
ず
る

も
の
に
し
で
「
飛
鳥
皆
無
時
代
の
上
製
ド
佛
教
あ
篇
の
申
に
は
、
六
朝
三
韓

の
佛
教
丈
化
を
説
さ
、
飛
州
奈
艮
雨
期
沸
敬
の
系
統
及
美
術
の
論
あ
り
。
叉

鋤
黒
眼
に
於
け
る
密
教
、
秘
響
儀
軌
の
駕
來
。
法
隆
寺
壁
講
の
四
方
佛
の
考

鐙
、
十
一
面
、
蛍
手
轟
音
鯵
の
尊
信
等
の
記
事
を
有
ゼ
リ
。
第
七
篇
は
長
谷
秀

．
藏
千
行
多
賢
塔
鋼
版
の
旧
識
に
ご
て
徳
年
喜
田
博
士
・
こ
論
箏
を
慰
き
熾
し
れ

、
る
も
の
、
典
他
榊
膿
山
浄
土
繕
鱗
考
を
附
冠
り
。
第
八
篇
は
東
大
騨
・
研
究
に
・
し
失

聾
ハ
の
輩
・
創
躍
醍
都
立
口
濁
請
訓
士
ご
繋
岬
鍛
郎
あ
り
・
し
も
の
な
り
9
第
九
伽
煽
陣
μ
「
李
幽
女
藤

原
臨
代
以
後
の
美
術
ご
佛
整
第
＋
篇
黛
監
吏
浄
土
敏
美
徳
小
臣
」
に
し
て

晶
二
者
に
「
は
入
｛
二
八
串
家
の
轄
鞘
崇
秘
密
職
一
膳
い
，
囲
…
仁
聾
ぬ
ホ
玉
戸
請
…
灘
小
の
胎
還
魂
晶
諌
余
羅

の
研
究
ち
善
財
童
．
ナ
倫
欝
孜
，
後
者
に
て
は
奈
古
覇
以
前
の
浄
土
攣
相
．
源

信
解
毒
以
後
の
浄
土
敬
ミ
美
術
等
の
有
盆
な
る
文
字
め
り
。
締
製
鋼
諸
毬
の

霊
像
を
精
尊
し
れ
の
・
。
（
証
書
砥
究
薬
殺
行
、
債
五
、
O
Q
）
罎
爾
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
な
　
　
あ
　
や
　
　
ゐ
　
　
へ
　
　
や
　
む

　
　
　
　
⑬
興
ば
の
偉
人
寒
鮒
白
石
　
　
　
女
學
博
士
　
上
聞
萬
年
著

湯
島
天
帥
祠
の
香
刀
三
下
に
移
弔
し
て
梅
樹
を
樒
ゑ
、
菅
公
に
私
淑
す
る
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
ぬ
　
　
ち
　
お
　
　
み
　
　
ぬ
　
　
　
　
あ
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
や
う

あ
り
し
白
蒋
の
塁
砦
に
し
て
「
青
年
時
代
の
苦
騰
落
池
中
の
蚊
龍
」
の
二
章
F

於
て
に
、
明
暦
三
年
二
月
十
三
醐
辰
の
刻
、
十
…
野
晒
郡
少
輔
測
藏
の
醒
邸
F
生

策
嚇
噸
號

嚇
山
ハ
（
）
　
　
（
窒
…
．
四
ゐ
ハ
）

れ
六
る
臼
溺
が
。
蜘
何
に
寒
顔
，
離
先
の
盤
化
を
受
り
し
か
よ
り
説
春
越
・
し
、

元
諜
六
年
冬
、
偶
然
齢
も
甲
府
宰
相
徳
川
綱
豊
に
仕
ふ
る
に
．
至
り
し
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
お
　
ち
　
ぬ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
マ

締…

Q｝

�
q
べ
「
梅
訊
窪
く
天
冊
磁
壁
鳳
り
章
・
に
■
於
て
甲
府
仙
浴
出
仕
の
事
情
よ
一
り
六
代
」

將
軍
家
憲
就
職
に
棄
る
ま
で
を
叙
〔
、
藩
翰
譜
ご
本
朝
武
戸
倉
ミ
の
關
係
に

就
て
は
國
語
に
て
書
か
れ
六
る
福
者
ぱ
、
漢
丈
を
以
て
書
か
れ
れ
る
後
巻
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ま
　
ぬ
　
あ
　
な
　
ヤ
　
も

改
鼠
な
り
電
の
誠
に
安
慰
な
る
批
評
な
ら
す
ご
落
し
，
【
、
濃
楽
微
査
の
よ
経

に
於
て
、
禮
丈
國
の
建
設
を
志
覚
る
白
石
の
理
想
及
其
上
絡
を
津
し
て
國
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
へ
　
も
　
　
も
　
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
へ

復
號
論
に
劉
ず
ろ
林
家
蓬
の
辮
難
匹
及
び
「
口
爵
の
國
源
大
疑
し
ド
於
て
は
主

ぐ
」
・
し
て
朝
鮮
二
毛
蘇
羅
使
來
朝
の
ふ
畢
を
蓮
べ
、
｛
鉱
石
δ
欝
欝
に
…
躍
・
し
て
疑
μ
を
白
層

が
瑚
何
に
職
漢
の
書
を
緊
げ
、
賀
萬
の
、
智
を
費
し
て
縦
横
に
論
歯
す
る
、
こ
も

震
臣
の
分
、
明
か
怠
る
我
國
に
於
て
に
、
二
王
の
総
は
絶
劉
ド
瀞
聖
ド
し
て
之

を
幕
府
に
附
興
ぜ
ん
ご
厄
し
は
麟
越
、
・
」
醤
ふ
べ
く
、
明
か
に
重
り
失
政
塚
り

　
　
　
　
を
　
も
　
ぬ
　
ち
も
　
う

ミ
難
し
「
四
面
彊
歌
の
聾
」
ぽ
白
贋
の
運
命
傾
き
平
め
し
こ
、
・
ま
り
愁
僧
塞
り

し
被
の
政
溶
蟹
涯
案
路
を
語
り
｛
齢
畿
秘
燈
「
総
み
饗
辱
の
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
き
　
　
ネ
　
　
や
　
セ

章
以
後
に
於
て
は
闘
…
居
以
來
の
蔚
蓮
を
緊
げ
、
最
後
り
ご
章
「
千
駄
ケ
谷
の

も
　
　
カ
　
　
　
　
　
な
　
　
へ
　
　
ゑ
　
　
ち
　
せ
　
　
ち

月
影
地
人
卜
し
七
里
楼
』
ほ
，
一
世
り
大
政
治
家
の
晩
年
の
弧
萄
ミ
悲
現
、
こ
を

描
き
イ
轟
謙
・
を
寒
く
〇
三
豊
紐
…
鹸
頁
の
三
五
厭
に
し
て
随
胱
に
数
渠
の
脚
紬
爽
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ぬ
　
ヤ
　
う

挿
む
。
全
編
や
癒
俗
的
に
書
か
れ
穴
る
が
、
孔
頴
溝
を
「
、
・
、
う
．
瞬
い
六
つ
」
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
も

・
し
（
；
㎜
三
翼
）
職
．
原
抄
饗
し
養
げ
ん
《
う
．
萄
三
遍
を
「
ゑ
ん
だ
い
ぐ
．
こ
）


